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作 用 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 テ

1.「 ヨ ヒ セム ビ ン」 ノ 作 用 及 ビ 之 ト

「アセ ド レ ナ リ ン」 ト ノ 關 係

岡山醫科大學藥理學教室(主任奥島教授)

坂 本 寛

[昭和7年10月7日 受 稿]

Aus dem Pharmakologischen Institut der Okayama Med. Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. K. Okushima).

Uber die Wirkung des Yohimbins und Chinins auf das Blutbild,

 insbesondere uber ihren Einfluss auf

 die Adrenalinwirkung.

I. Die Wirkung des Yohimbins und ihre

 Beziehung zur Adrenalinwirkung.

Von

Yutaka Sakamoto

Eingegangen am 7. Oktober 1932.

Es wurden dem Kaninchen 0.25-5mg/kg Yohimbinchlorhydrat intravenos injiziert 

und mit gewissem Zeitinterval bis 8 oder 24 Stunden nach der Injektion wurde die 

Veranderung des Blutbildes untersucht.

1, Yohimbin ruft in den oben genannten Dosen auf die Zahl der Erythrozyten 

und die Menge des Haemoglobins keine Veranderung hervor.

2. Auf die Leukozyten ubt ,es dagegen eine typische Wirkung aus. Nach Injektion 
von. 05-5mg/kg tritt zuerst eine leichte Leukopenie ein, die im Wesentlichen von
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der Verminderung der Lymphozyten herruhrt, dann macht diese einer spater auf

tretenden, aber anhaltenden Leukozytose Platz die hauptsachlich durch eine Ver

mehrung der pseudoeosinophilen Leukozyten bedingt wird. Die anderen Sorten von 

Leukozyten erfahren durch dieses Gift keine bestimmte Veranderung.

3. Wenn 0.25-5mg/kg Yohimbin mit 0.5mg/kg Adrenalin gleichzeitig injiziert wird, 

so wird die nach Adrenalin sonst auftretende vorubergehende Leukozytose, die auf der 

Vermehrung der pseudoeosinophilen Leukozyten und der Lymphozyten beruht, ge

hemmt. Dagegen kann die spater auftretende, von der Vermebrung der pseudoeosino

philen Leukozyten herruhrende Leukozytose durch Yohimbin nicht gehemmt werden, 
sondern wird aber vorstarkt, vielleicht durch die Addition der Wirkung beider Gifts.

4. Wenn aber 1-5mg/kg Yohimbin 2-3 Stunden nach der Adrenalininjektion 

verabreicht wird, so wird die spater durch Adrenalin verursachte Vermehrung der 

pseudoeosinophilen Leukozyten gehemmt, und durch die Vermindelung der Lym

phozyten wird im Gegenteil eine Leukopenie hervorgerufen. Die Adrenalinwirkung 
wird dann durch Yohimbin gehemmt und sogar umgekehrt, und dabei diese Erschei

nung auch so angesehen werden kann, dass die Vermehrung der Leukozyten durch 

Yohimbin infolge der Vorbehandlung mit Adrenalin gehemmt wird. Diese Erschei

nung durfte in der Weise erklart werden, dass Yohimbin, wie bei den glattmus

keligen Organen, so auch auf einen Teil der Angriffspunkte des Adrenalins lahmend 

einwirkt. (Kurze Inhaltsangabe.)

緒 言

自律 神 經 毒 ガ血 液像 ニ對 シ種 々 ノ影 響 ヲ及 ボ ス コ トハ茲 ニ贅 セ ズ ト雖 モ 從 來 先 進 諸 家 ノ研 鑽

發 表 セ シ所 ニ シテ,疑 無 キ ガ如 シ.抑 々「ヨ ヒム ビ ン」及 ビ「ヒニ ン」ハ本 來化 學 的 ニ相 隔 リタ ル

兩 「アル カ ロ イ ド」ナル モ,藥 理 學 的 作用 ノ見 地 ヨ リ觀 レバ,少 カ ラズ相 類 似 セ ル點 ヲ有 シ,殊

ニ種 々 ナル 作 用 ニ於 テ兩 物 質 ガ「ア ド レナ リ ンセ」ニ對 シ拮 抗 的 ニ作 用 シ,從 ツテ 交 感 神 經 末端 ニ

對 シテ頗 ル酷 似 セル 作 用 ヲ現 ハ ス ト云 ハ ル.

即 チ文 獻 ニ徴 ス ル ニHamet1)ハ 豫 メ「ヨ ヒ ム ビ ン」 ヲ注 射 ス ル時 ハ 「ア ドレナ リン」ノ 血壓 作

用 ヲ抑 制 シ,或 ハ却 ツ テ轉 向 セ シム ル ヲ認 メタ リ,山 内2)ハ 末 梢 血 管 及 ビ種 々 ノ摘 出 滑 平 筋 臟

器 ニ對 シ,「 ヨ ヒム ビン」ハ筋 自 己 テ刺 戟 シテ 興 奮的 ニ作 用 スル モ「ア ド レナ リ ン」ト伍 用 スル 時

ハ コ レノ興 奮 作用 ヲ除 去 スル ノ ミナ ラ ズ,豫 メ「ヨ ヒ ム ビン」ヲ作 用 セ シムル トキ ハ 血 管 ノ擴 張

又 ハ臟 器 ノ弛 緩 ヲ惹 起 シテ 所 謂 「ア ド レナ リ ン」作 用 ノ轉 向 ヲ來 サ シム ル コ トヲ證 シ,「 ヨ ヒ ム

ビン」 ハ 滑 平筋 ノ興 奮 作 用 ト交 感 神 經 催 進纎 維 末 端 ノ麻痺 作 用 トヲ有 ス トセ リ,次 デ 同 氏3)ハ

血 壓 ニ對 シテ モ本 物 質 單獨 ニテ ハ輕 度 ノ亢 進 作用 ヲ有 スル モ,「 ア ドレナ リ ン」ノ亢 進 作 用 ヲ著

明 ニ轉 向 セ シムル コ トヲ證 シ,前 述 ト同 様 ノ説 明 ヲ下 シタ リ.又Langecker4)ハ 本 物 質 ハ 「ア
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ド レナ リ ン」ノ子 宮 作用 ヲ抑 制 ス ト報 告 セ リ.「ヒ ニ ン」ニ就 テ ハStarkenstein5)ハ 豫 メ「ヒ ニ ン」

ヲ用 フル時 ハ「ア ド レナ リ ン」ニ ヨル 糖 尿 ハ抑 制 セ ラ レ,又 「ア ドレナ リン」ニ ヨ リ血壓 ノ下 降 ヲ

來 ス ヲ認 メ,山 本6)及 ビ近 藤7)ハ 血 管 作 用 ニ就 テ,岡 本8)及 ビLangecker4)ハ 摘 出 家 兎 子 宮 ニ

就 テ「ヒニ ン」 ト「ア ド レナ リ ン」トノ拮 抗 的關 係 ヲ認 メ,藤 田9)ハ 末 梢 血 管 及 ビ廣 ク諸 種 ノ摘 出

臟 器 ヲ用 ヒテ檢 索 シ,「 ヒ ニ ン」ガ一 定 ノ濃 度 ト一 定 ノ作 用 時 間 ニ於 テ「ア ド レナ リ ン」ニ對 シ拮

抗 的 ニ作用 スル ヲ認 メ,是 レ「ヒニ ン」ガ交 感神 經 末 端 ニ對 シ一 定 度 ノ選 擇 的 麻痺 作 用 ヲ有 スル

ニ基 因 ス トナ セ リ.

其 ノ後 今橋10)ハ 血糖 ニ對 シテ實 驗 シ,「 ヨ ヒ ム ビ ン」ハ大 量 ヲ用 フ レバ血 糖 増 加 ヲ來 サ シメ,

「ヒ ニ ン」ハ少 量 ニ テ ハ 血 糖 ヲ減 少 セ シ メ大 量 ニテ ハ反 對 ニ増 加 セ シム ル モ,何 レモ 「ア ド レナ

リン」 ニ因 ル過 血糖 ヲ著 明 ニ抑 制 スル ヲ認 メ,田 中11)ハ 兩 藥 物 ハ 一定 量 ニ於 テ夫 々 單 獨 ニ テ ハ

家 兎 血液 凝 固 時 間 ヲ短 縮 セ シム ル モ,「 ア ド レナ リ ン」ノ凝 固 催 進 作 用 ヲ抑 制 又 ハ轉 向 セ シム ト

報 告 セ リ.最 近赤 松12)ハ 兩 藥 物 ガ家 兎 利 尿 ニ對 シ抑 制 的 ニ作 用 シ,且 殆 ド同 様 ニ 「ア ド レナ リ

ン」 ノ作 用 ヲ抑 制 スル ノ ミナ ラズ 進 ンデ之 ヲ轉 向 セ シム ル コ トヲ證 シ,而 シテ ソハ兩 藥 物 ガ交

感神 經 末端 テ選 擇 的 ニ麻 痺 スル ニ ヨル ト推 論 セ リ.

斯 クノ如 ク兩 薬 物 ハ諸 種 ノ作用 ニ於 テ 殊 ニ交 感 神 經 末 端 ニ作 用 シテ 「ア ドレナ リ ン」ニ拮 抗 的

ニ作用 シ,相 類 似 ハ作 用 ヲ有 スル モ ノ トシテ 報 告 セ ラ レ シ所 ナル ガ,之 等 兩藥 物 ノ作 用 ヲ血 液

像 ノ上 ニ於 テ比 較 觀 察 シ,殊 ニ「ア ド レナ リン」作 用 ニ對 シ血 液 像 ニ於 テモ果 シテ敍 上 ノ如 キ關

係 ヲ有 スル ヤ否 ヤ ヲ檢 スル コ トハ 之 等 兩 藥 物 ノ作 用 ヲ究 ム ル ノ資 トナ リ,又 血液 像 ノ植 物 神 經

毒 ニ對 スル態 度 ヲ考 察 スル ノ一端 トモ ナ リ,敢 テ徒 爾 ニ非 ザ ル ベ シ ト信 ズ.是 レ余 ガ本 實 驗 ヲ

企 圖 セ シ所 以 ナ リ.

實驗 方法及 ビ材料

1.實 驗動物ハ略 ボ體重2kg前 後 ノ成 熟雄性家

兎 ヲ選 ビ,豫 メ1週 間以上豆腐粕 ヲ以 テ當 教室 ニ於

テ飼養 シ,生 活状態安定 セル後實驗 ニ供 セ リ.實 驗

當 日ハ絶食セ シメ,拘 束 スルコ トナク,採 血ハ常 ニ

耳殼静脉 ニテ耳翼 ノ根部 ヨ リ逐次 末梢部 ニ向 ヒ,鬱

血部 ヲ避 ケ,毎 回場所 ヲ換 ヘテ穿刺 シ,自 ラ溢出 ス

ル初 ノ1滴 ヲ避 ケ,第2滴 目ヨ リ使 用セ リ.

2.血 球計算ハ所定 ノMelangeurヲ 用 ヒテ,赤 血

球計算 ニハToisson氏 液又 ハ0.9%ノ 食 鹽水 ヲ以テ

血液 ヲ200倍 ニ,白 血球計算 ニハTurk氏 液 ヲ以テ

20倍 ニ稀釋 シ,充 分振盪混 和セ シメ タル後,其 ノ中

央 部 ヲ採 リ前者 ニハThoma-Zeiss氏 計 算 器 ヲ用 ヒ

テ80箇 ノ小 區 劃,後 者 ニハNeubauer氏 計 算 器 ヲ用

ヒ大 區 劃9箇 内 ノ數 ヲ數 へ,以 テ 平 均 値 ヲ求 メ テ 各

1cmm中 ノ數 ヲ算 出 セ リ.

3.血 色 素 量 ノ測 定 ニ ハMigos-Haemometerヲ 用

ヒ式 ノ如 ク處 置 シ,附 屬 ノ標 準色 ト比 色 シ測 定 セ リ.

4.白 血 球 各 種 ノ算 定 ニ當 リテ ハ, May-Giemsa法

ニ從 ヒ染 色 セル2枚 ノ血 液 塗 抹 標 本 ニ就 テ,白 血球

200-300箇 ヲ 數 ヘテ 各 種 白 血 球 相 互 ノ 百分 率 ヲ出

シ,之 ト白 血球 總 數 ト ヨ リ各 種 別 ノ絶 對 數 ヲ算 出 セ

リ.

5.使 用 藥 品 ハ鹽 酸 「ヨ ヒム ビ ン」(Gustrow),鹽

酸 「ヒ ニ ン」(日 本 藥 局 方)及 ビ鹽 化 「ア ド レナ リ ン」
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溶 液(Parka Davis)ニ シテ,之 等 ヲ水 溶 液 トナ シ前

2者 ハ 耳 静 脉 内 ニ後 者 ハ側 腹 部 皮 下 ニ注 射 セ リ.而

シテ 注 射 液 量 ハ 静脉 内 注 射 ニア リテ ハ1.0cc,皮 下

注 射 ニ ア リテ ハ1.5cc以 下 タ ラ シメ タ リ.「 ヨ ヒム ビ

ン」 ハ食鹽 水 ヲ以テ スル トキハ溶解 困難 ニ シテ欲セス

ル液量 内ニ所 要 ノ量 ヲ溶解 セ シムル コ ト容易 ニ非 ズ

蒸餾水 ヲ以 テスル トキハ之 ヨ リモ稍 々容易 ナ リキ.

此關 係上皆蒸餾水 ヲ以 テ溶解 シタ リ.

實 驗 成 績

1.豫 備 試 驗

正常家兎ニ於ケル血液像 ハ各個體ニ於テ著差 アルハ勿論,同 一動物 ニ於テモ常ニ一定不變 ノ

モノニ非ズ.其 ノ動搖 ノ時刻 ニ關 シテハ種々ノ論 ヲナス者有 リトハ雖 モ,時 刻的 ニ動搖ヲ來ス

モノナルコト,又 檢査ノ爲 メ頻回採血スル時ハ血液像殊ニ白血球數ノ變動ヲ來 スコ トハ屡々諸

家 ノ記載セル所 ナリ.又 生理的食鹽水ノ少量 ノ注射 ニヨリテモ輕度 ノ一時的白血球減少次 デ増

加 ヲ來 ス ト記載スル人モア リ(高村13),倉14),筒 井15)).斯 クノ如ク薬物ニヨル影響以外 ノ血液

像 ノ變化アリトセバ,須 ク之ヲ藥物作用 ノ成績 ヨリ除外セザルベカラザルヲ以テ,余 ハ 「ヨヒ

ムビン」及 ビ「ヒニン」ニヨル血液像 ノ時間的變化 ヲ檢スルニ先 チ,先 ヅ正常家兎ニ就テ,後 段

藥物使用ノ實驗 ト同一條件ノ下ニ時間的 ニ採血檢査ヲ試 ミタ リ.

1.正 常家兎血液像ノ時間的反覆採血ニヨル動搖

第1表　 正 常 家 兎 血 液 像

94



「ヨ ヒ ム ビ ン」及 ビ「ヒ ニ ン」ノ血 液 像 ニ對 ス ル 作用 ノ比 較 殊 ニ夫 等 ガ

「ア ドレナ リ ン」ノ作用 ニ及 ボ ス影 響 ニ 就 テ  979

上表ノ成績Nr. 2, Nr. 3ニ 觀ルガ如ク白血球總數ハ15'後 ノ第2回 目採血時ニ多少 ハ増加ヲ

來 シ,次 ノ採血時ニ何 レモ反對 ニ多少減少 ヲ來 スモノ多 シ.然 ルニ場合 ニア リテハNr. 1ノ 如

ク反對ニ初 メ却 ツテ減少 ヲ來 シタルモノ或ハ明カナル變動ナキモノヲモ屡々認 メタ リ.而 シテ

其 ノ後 ニ於 テハ,多 少 ノ動搖 ハ免 レザルモ何 レモ著明ナルモハニハ非ズ.假 性「エオジン」嗜好

細胞ハ第3回 又ハ第4回 目等 ニ輕度ニ増加 シ,淋 巴球 ハ之 ト反對ニ之等 ノ時間ニ輕度ノ減少 ヲ

來 スヲ觀ルモ,其 ノ他 ノ白血球ハ増減不定ニシテ,規 則的變化 トシテ認 メ得 ラレズ.血 色素量

及 ビ赤血球數 ニ就テハ一定 ノ變化 トシテ認ムベキモハナキモ,後 者ハ採血 ノ度 ヲ重ヌル時ハ往

往其 ハ數 ヲ減ズルガ如キ傾向ヲ示 ス.

上記 ノ如 ク余 ハ行へル實驗方法ニヨレバ, 1日 中ニ頻回反覆 セル採血檢査 ニ於テモ,血 液像

ハ多少 ノ變動ハ免 レザルモ併 シ是 レ實驗操作上 ノ誤差ノ範圍ヲ出デザル程度 ハモノニシテ,各

動物ハ血液像 ノ上ニ時間的ニ反覆採血スルコトニヨリテ規則的ノ著明ナル變化 ヲ來スモノニハ

非ザルガ如 シ.

2.正 常家兎血液像 ノ蒸餾水注射 ニヨル影響

余 ハ 藥 物 使 用 ニ當 リ注 射 液 量 ヲ 皮 下 注 射 ニテ ハ

1.5cc,静 脉 内 注 射 ニ テハ1.0cc以 下 ノ量 トシテ 用 ヒ

タル ヲ以テ,試 ニ上記量 ノ蒸餾水 ヲ夫 々注 射 シ其 ノ

影響 ヲ觀察 シタ リ.

第2表　 蒸 餾 水 注 射 ニ ヨ ル 血 液 像

95



980 坂 本 寛

其 ノ成績ヲ觀ルニ(第2表),白 血球數ニ於テハ注射後初 メ1-2回 目檢査ノ場合 ニ於テ輕度

ノ増減ヲ來 シ,其 ノ後 モ多少 ノ不規則 ナル増減 テ見ルノ ミニシテ,著 シキ變動 ハ認 メラレズ.

假性「エオ ジン」嗜好細胞 ハ皮下及 ビ静脉内何 レニ於 テモ相對數竝 ニ絶對數共ニ輕度 ニ増加 テ來

シ,淋 巴球 ハ之 ト反對ニ輕度ニ減少 シ,何 レモ後漸次恢復 セ リ.又 赤血球ハ此場合 モ亦採血ノ

度 ヲ重ヌルニ從 ヒ稍々數 テ減ズル傾向ヲ有 スル外,其 ノ他ニ於テハ一定 セル變化ハ認 メラレズ,

即 チ少量 ノ蒸餾水ハ注射 ニヨル血液像 ノ動搖ヲ觀ルニ正常家兎無操作 ノ場 合ノ反覆採血ニヨル

變動 ト殆 ド同樣ノ結果ニシテ,從 ツテ斯ル少量ノ蒸餾水注射其 ノ物 ニヨリテハ血液像 ノ上 ニ殆

ンド影響ナキモハ ト認 メ得 ラル.

II.「 ヨ ヒ ム ビ ン」ノ血 液 像 ニ 對 ス ル 作 用

Oberwarth16)ニ 據 レバ,「 ヨ ヒム ビ ン」ノ 致死 量(靜 脉 内 注 射)ハ 體 重1kgニ 就 キ11mgナ

リ.故 ニ余 ハ對kg5mg, 2.5mg, 1mg, 0.5mg, 0.25mg及 ビ0.1mgヲ 夫 々耳 靜脉 内 ニ注

射 シタル 家 兎 ニ於 テ,其 ノ血 液 像 ヲ注 射 前 及 ピ注 射 後8時 間 又ハ24時 間 ニ至 ル マ デ時 間的 ニ採

血 觀 察 セ リ.其 ノ成 績 次 ノ如 シ.

第3表　 鹽 酸 「ヨ ヒ ム ビ ン」靜 脉 内注 射
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第1圖　 (Nr. 8)鹽 酸 「ヨ ヒ ム ビ ン」對kg5mg静 脉 内 注 射

「ヨヒム ビン」ヲ對kg5mg注 射 ノ場合 ニハ(第3

表,第1圖)白 血球 數ハ注射直後減少 シ, 2時 間 目

ニ至 ル迄稍 々減少 セルモ,次 デ反對 ニ増加 ヲ來 シタ

ル後, 8時 間後 ニ於テ ハ略ボ注射前 ノ數値 ニ近 接ス

ル ニ至 ル.各 種 白血球 ニ就テ觀ル ニ,假 性 「エオ ジ

ン」嗜好細胞 ハ相對 數竝 ニ絶對數 トモニ漸増 シ. 4時

間又 ハ6時 間等 ニ於 テ最高 ヲ示 シ,後 恢復 ニ向 ヒ,

淋巴球 ハ相 對數 ニ於テ ハ全 ク之 ニ反 シ,漸 減 シテ4

時間 後最低價 トナ リ,次 デ恢復 ニ向 ヘ リ.絶 對數 ハ

一般 ニ減少 シ,注 射直後 ノモ ノ最 低値 ニア リ,後 漸

次恢復 セ リ.其 ノ他 ノ大單核 及 ビ移行 型細胞,「エ オ

ジ ン」嗜 好細 胞及 ビ肥 胖細 胞 ハ變化 不定 ニ シテ,又其

ノ數僅少 ナル ヲ以テ,白 血球 數 ノ消 長 ニ大 ナル影響

ヲモ及ボサ ズ.又 赤 血球 數及 ビ血色 素量 ニ關 シテ モ
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多少 ノ異動ハ存 スルモ,生 理的状態 ニ於 テモ觀 ラ レ

タルガ如 キ不定 ノ消長 ニシテ,藥 物使用 ニヨル特殊

ノ變化 トシテ認 メ得 ラレザ ルヲ以テ,以 下之等 ニ就

テハ表 ニ譲 リ記 述ハ省略 スルヨ トトセ リ.

以上 ノ實驗 ニ據 レバ,體 重1kgニ ツキ「ヨヒ ムビ

ン」5mgヲ 静脉 内ニ注射 ス レバ,淋 巴球ハ初 メヨ

リ減少 シ,假 性「エ オジ ン」嗜 好細胞 ハ漸次増加 シテ

後恢復 ニ向 フ.故 ニ此場 合ハ主 トシテ淋巴球 ノ減少

ニヨ リテ 白血球 數 ノ初期 ノ減少 ヲ來 シ,後 主 ニ假性

「エ オ ジン」嗜 好細胞 ノ増加 ニ基 キテ白血球數 ノ増加

ヲ來 スモ ノナ リ.

「ヨ ヒム ビン」對kg2 .5mg注 射 ノ場 合(第3表)モ

略 ボ5mgノ 場 合 ト類 似セル成績 ヲ示ス モ,白 血球

數 ハ注射直後 ニ輕度 ニ減少 シ, 5mgノ 場 合 ヨ リモ

速 ニ増加 ニ移 リ,其 ノ度 モ著 明ナ リ.假 性 「エ オジ

ン」 嗜好細胞ハ遞増 シテ百分 率ハ6時 間後 ニ,絶 對

數ハ4時 間後 ニ最高 數 トナ リ後恢復 ニ向 フ.淋 巴球

ハ 百分率 ニテ ハ 之 卜反對 ニ漸減 シテ6時 間後 又ハ8

時 間後 ニ最低數 トナル モ,絶 對數 ハ注 射直後 ヨ リ一

般 ニ減少 セルモ白 血球 ノ増加著 シキ4時 間後 ニハ輕

度 ニ増 加 ヲ示 セ リ.

「ヨヒム ビ ン」對kg1.0mg又 ハ0,5mg注 射 ノ場

合 ニハ次 ノ如 シ(第3表,第4表 及 ビ第2圖).

白血球 數 ハ初 メ注射 ノ1時 間 ニ於 テ多 クハ一過性

ニ減少 シ,次 デ輕度 ノ増 加 ヲ來 シ, 24時 間後 ニハ舊

ニ復 歸ス.假 性「エオ ジン」嗜好細胞 ハ,百 分率 ハ遞

増 シテ4時 間又 ハ6時 間後 ニ最高數 ニ至 リ,吹 デ漸

次 恢復ニ向 ヒ,絶 對 數モ白 血球 ノ初 期一過 性減少 ニ

當 リテハ之 ニ伴 ヒ稍 々減少 スルモ,其 ノ他ハ大體同

様 ノ經過 ヲ示 ス.淋 巴球 ノ百分率 ハ漸 減 シテ4時 間

後 又ハ6時 間後 ニ最低位 ニア リテ,後 漸次恢復 ニ向

ヒ,絶 對數 モ略 ボ同様 ノ傾 向 ニテ減少 スルモ一定度

迄 ハ白 血球 ノ増 減 ニ伴 ヒテ消長 ヲ示 シ,殊 ニ初期 一

過 性減少 ノ時期 ニ於 テハ之 ニ伴 ヒ著 シク減少 ス.

第4表　 鹽 酸 「ヨ ヒ ム ビ ン」静 脉 内 注 射
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第2圖　 (Nr. 10)鹽 酸 「ヨ ヒ ム ビ ン」對kg1mg靜 脉 内注 射

以 上 ノ如 ク「ヨ ヒ ム ビ ン」ヲ體 重1kgニ ツキ2.5mg,

 1.0mg又 ハ0.5mg注 射 セ シ場 合 ニ ハ初 期15分 後 或

ハ1時 間 後 ニ主 ニ淋 巴 球 ノ減 少 ニ ヨ リテ一 過 性 白 血

球 減少 ヲ招 來 シ,次 デ凡 ソ2時 間後 ヨ リ假 性 「エ オ

ジ ン」 嗜 好 細 胞 ノ増 加 ニ因 リテ白 血球 數 ノ増 加 ヲ招

來 ス.

「ヨ ヒ ム ビ ン」對kg0.25mg及 ビ0.1mgノ 注 射 ニ

テ ハ 血液 像 ハ豫 備 實 驗 ニ於 ケ ル所 見 ト差 異 ヲ示 サ ザ

リキ.

以 上 記 述 シタル 「ヨ ヒム ビ ン」ノ靜 脉 内 注射 ニ ヨル家 兎 血液 像 ノ變 化 ヲ總 括 的 ニ記 セバ,致 死

量 ノ半 量 ニ當 ル對kg5mgノ 如 キ大 量 ニ テハ 白 血球 數 ハ初 メ1-2時 間 ノ間 減 少 ヲ來 シ,次 デ

輕 度 ニ増 加 ス ル ノ ミナ ル モ, 2.5mg以 下1.0mg, 0.5mgニ テ ハ,白 血 球 ノ一 過 性 減 少 ノ後,主

トシテ白血 球數 ノ増 加 ヲ來 ス,而 シテ0.25mg及 ビ0.1mgニ テ ハ 作 用 ヲ認 メズ.白 血球 ノ種

類 ノ消 長 ニ就 テ觀 察 ス レバ,淋 巴 球 ハ初 ヨ リ減 少 シ,假 性 「エオ ジ ン」 嗜 好 細 胞 ハ初 ヨ リ徐 々

ニ増加 シ,注 射 後4時 間 又 ハ6時 間 等 ニ ハ著 シ キ増 加 ヲ呈 シ
,漸 次 恢 復 ニ向 フ,他 ノ大 單核 細

胞 及 ビ移 行 型,「 エオ ジ ン」嗜 好細 胞 及 ビ肥 胖 細 胞 等 ノ變 化 ハ不 定 ニ シテ 而 モ夫 等 ノ數 ハ僅 少 ナ

リ.故 ニ上 記 白 血 球 減 少 ハ 主 ニ淋 巴球 ノ減 少 ニ因 リ,白 血 球増 加 ハ 主 トシテ 假 性 「エオ ジ ン」嗜

好 細 胞 ノ増 加 ニ基 因 ス ル モ ノナ リ.又 赤 血球 數 及 ビ血 色 素 量 ニ對 シテ ハ作 用 不 定 ナ リ.

即 チ「ヨ ヒ ム ビ ン」ハ對kg0.5mg以 上 ニ テ主 トシテ假 性 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 増 加 ニ ヨル輕 度

ノ白血 球 増 加 ヲ惹 起 スル作 用 ヲ有 ス.

III.血 液 像 ニ 對 ス ル「ア ド レナ リ ン」ノ 作 用 ニ 及 ボ ス 「ヨ ヒ ン ビ ン」ノ影 響

「ア ド レナ リ ン」ノ血液 像 ニ及 ボ ス作 用 ニ對 シ「ヨ ヒム ビン」ガ如 何 ナル 影 響 ヲ與 フハ ヤ ヲ探 究
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セ ン トス ル ニ當 リ,先 ヅ對 照 トシテ「ア ド レナ リ ン」テ體 重1kgニ ツ キ0.5mg注 射 シテ其 ノ作

用 ヲ檢 シ,次 デ同 量 ノ「ア ド レナ リ ン」ト「ヨ ヒ ム ビ ン」トヲ合 併 實 驗 シタ リ.

1.「 ア ドレナ リ ン」ノ血 液 像 ニ對 スル作 用

「ア ドレナ リン」 ノ對kg0.5mgヲ 家兎皮下 ニ注射

シ,時 間的 ニ採血檢 査 シタル成績 ニ就 キ,概 括的 ニ

記 述 スルニ次 ノ如 シ(第5表 及 ビ第3圖).

第5表　 鹽 化 「ア ド レ ナ リ ン」皮 下 注 射
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第3圖　 第7表(Nr. II)鹽 化 「ア ド レナ リ ン」對kg0.5mg皮 下注 射

即 チ 白血球 救ハ注 射後30'-2時 間 ノ間 ニ於テハ

一過性増加 ノ後 復舊 乃至ハ稍 々減少 スルモノ,初 ヨ

リ持續 増加 ヲ呈 スルモ ノ,又 ハ何等變動 ナキモ ノモ

ア リテ,初 期 ニ於ケル變 化ハ必ズ シモ一定 セルモ ノ

ニ非ザル ガ如 シ.然 ル ニ概 シテ3時 間以後 ニ於 テハ

何 レノ例 ニテ モ明 ニ持續的増加 ニ移 リ,多 クハ8時

間 ニ至 ルモ尚ホ増加持續 ス.

假性「エオ ジン」嗜好細胞 ハ百分率 ニ於テハ概 シテ

漸次増加 シ4時 間後又 ハ8時 間後 ニ最高 ニ達 シ,後 セ

減少スルモ, 24時 間 後 ニ至 ル モ注 射前 ノ數 ニ比 シ稍

稍上位ニアルモ ノ多 シ.其 ノ絶 對數 モ注射後 ヨ リ直

ニ増加 ニ向ヒ,白 血球 數 ニ伴 ヒ増加 シ,其 ノ最高度

ニ達ス 苑時期 ニ一致 シテ著 明ナル増 加 ヲ示 シ,後 漸

次減ズルモ24時 間 後 ニモ尚 ホ舊 位 ヨリモ高 位 ニア

リ.淋 巴球 ハ百分率 ニ於 テハ注射後遞 減 シ, 4時 間

後 又ハ8時 間後最 低位ヲ示 シ,後 恢 復 ニ向 フモ, 24

時間後 ニ於テ モ尚 ホ舊値 ヨ リモ稍 々低位 ニア リ.即

チ百分率 ニテハ假性「エオ ジン」嗜 好細 胞 トハ全 ク増

減相反 スル經路 ヲ辿 ル.而 シテ其 ノ絶 對數 モ減少 シ,

多 クハ原數 ヨ リモ低 位ニア リ.

上記「ア ドレナ リセン」對kg0.5mgヲ 家兎皮下 ニ注

射セ シ場合 ノ變化 ヲ約言 スル ニ,初 期 即 チ注 射後30

分-2時 間 ノ變 化 ハ 白血球増 加 ヲ來 スモノ ト然 ラザ

ル モノ トア リテ一定 セザルモ,後 期 即チ略 ボ3時 間

以後 ニ至 レバ假性「エオ ジン」嗜好細胞 ノ増 加 ニヨ リ

テ後期 ノ持續的 白血球 増加 ヲ招來 ス.尚 ホ初 期白 血

球増 加スル場合 ハ假性「エ オジ ン」嗜 好細胞 及 ビ淋 巴

球兩者 ノ増加 ニ基 クモ ノ ト認 メラル.

顧 ルニ,「 ア ドレナ リン」ノ家兎 血液像 ニ對スル作

用 ニ關 シテハ, Harvy17), Frey18)等 ノ報 告 ヲ初 メ ト

シ,其 ノ後實 ニ多 數 ニ上 リ茲 ニ列挙 スル ノ遑 ヲ有 セ

ザル モ,其 ノ云 フ所 必ズ シモ相 一致 セズ.或 ハ白 血

球 ハ「ア ドレナ リン」注射 ニヨ リ初期 増加後減少 シ,

再 ビ後期増加 ニ移 リ,而 シテ前者 ハ淋 巴球 ノ増加,

後 者ハ假 性 「エオ ジ ン」 嗜好細胞 ノ増 加 ニ基因 ス ト

テ,所 謂白 血球増 加 ノ二重曲線 ヲ書 ク トセルア リ,

或ハ注射後短時 間 ニシテ-時 減少 シ後増加 ス トシ,

又或 ハ初 ヨ リ増 加 シ一定時 ノ後 最大 ニ達 シ數時間 乃

至10數 時 間 ニテ原値 ニ復 ス トテ二 重 曲 線 ヲ認 メザ

ルモ ア リテ 議論 區 々タルガ如 シ.然 ルニ主 ニ異 ル點

ハ初期 ノ變 化 ニシテ後期 ニ假性「エ オ ジン」嗜好細胞

増 加 ニヨリ白血球 増加 ヲ來ス點 ニ關 シテハ異論 ナシ
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余 ノ實驗 ノ場 合ニ於テモ初 期 ノ變化 ニ就 テハ屡 々一

致 セザ ル成績 ヲ挙ゲ タ リシガ,數 次 ノ實 驗 ニヨ リ考

フル ニ,コ ハ注射量竝 ニ方法 ノ差異 ハ勿論,實 驗 ノ

季節,動 物個性等 ノ條件 ノ如 何 ニ原因 スルモ ノニシ

テ初期 ノ變化 ハ毎常一定 ノ結 果 ヲ得 ルモ ノニ非ザル

ガ如 シ.

2.「 ア ドレナ リン」及 ビ「ヨ ヒム ビ ン」伍 用 ノ血 液 像 ニ對 ス ル作 用

前 記 ノ如 ク余 ハ 先 ヅ 「ア ド レナ リ ン」對kg0.5mg

ノ作 用 ヲ檢 シ タル ガ,次 デ 同 量 ノ「ア ドレナ リン」ト

「ヨ ヒ ム ビ ン」ノ對kg0 .25mg, 0.5mg, 1.0mg, 2.5mg

又 ハ5.0mgト ヲ夫 々合 併 實 驗 シ タ リ.其 ノ 中 先 ヅ1

群 ノ家兎 ニ對 シ伍用 兩藥 物 ヲ同時 ニ注射 シ,教 ノ1

群 ニハ先 ヅ「ア ドレナ リン」ヲ注 射 シ, 2-3時 間後夫

レ ニヨリ後期白 血球増加 ノ起 ラ ントスル時 ニ 「ヨヒ

ム ビン」 ヲ注射 スルコ トトセ リ.

a)「 ア ドレナ リ ン」及 ビ「ヨ ヒム ビ ン」ヲ同 時 ニ注 射 セ シ場 合

「ア ド レ ナ リ ン」 對kg0.5mgト 「ヨ ヒ ム ビ ン」對

kg0.25mg, 0.5mg, 1.0mg, 2.5mg又 ハ5mgト ヲ

夫 々同 時 ニ注射 セル場合 ノ成 績ハ次 ノ如 シ(第6表,

第7表,第8表 及 ビ第4圖).

第6表　 鹽化 「アドレナ リン」(皮下)及 ビ鹽酸「ヨヒムビン」(靜脉内)注 射

本表 ニテ第5表 ニ於 ケル ト家兎番號同 ジキモ ノハ同一 家兎 ヲ示 ス
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第7表　 鹽化「アドレナリン」及 ビ鹽酸「ヨヒムビン」注射

第8表　 鹽 化 「ア ドレナ リ ン」及 ビ鹽 酸 「ヨ ヒム ビン」注 射
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第4圖　 (Nr. 18)鹽 酸 「ヨ ヒム ビ ン」對kg2.5mg及 ビ鹽 化

「ア ド レナ リ ン」對kg0.5mg同 時 ニ注射

白 血 球 數 ハ 注 射後30´, 1時 間, 2時 間 後 等 ニハ「ヨ

ヒム ビ ン」ノ0.5mg, 0.25mg合 併 ノ場 合 ニハ 明 ナ ル

變 動 ハナ キ モ1.0mg以 上 ノ合 併 ノ場 合 ハ一 般 ニ減

少 セ ル モ ノ多 シ.然 ル ニ3-4時 間 後 ヨ リハ何 レノ

場 合 モ 毎 常増 加 持續 シ,多 クハ8時 間後 ニ至 ル モ尚

ホ注 射 前 ヨ リモ遙 ニ上 値 ヲ示 ス.假 性 「エ オ ジ ン」嗜

好 細 胞 ハ 「ヨヒ ム ビ ン」ノ0.5mg, 025mgノ 場 合 ニ

ハ 百分 率 竝 ニ絶 對 數 共 ニ直 後 ヨ リ漸 次増 加 シ, 4時

間 又 ハ8時 間 後 ニ最 高 トナ リ,後 漸 衣 減 ズ ル モ, 24

時 間 後 モ尚 ホ舊 位 ヨ リモ 高 位 ニ ア リ.「 ヨ ヒ ム ビ ン」

ノ1.0mg-5mgノ 場 合 ニ モ 百 分 率 ニ於 テ ハ 大 體 上

記 卜類 似 ノ經 過 ヲ辿 ル モ,絶 對 数 ハ 必 ズ シ モ然 ラ ズ,

初 期 白 血球 減 少 ヲ呈 セ ル 期 間 ニ於 テ ハ 増 加 ハ明 ナ ラ

ズ,却 ツテ 白 血球 減 少 ニ伴 ヒテ 減 少 ヲ來 セ ル モ ノア

リ(Nr. 16, 17, 19及 ビ20).淋 巴 球 ハ 百分 率 ハ 前 者 ノ

夫 レ ト反 對 ニ遞 減 シ,後 漸 次 恢 復 ノ傾 向 トナ ル モ,

絶對 數ハ一 般 ニ減少 シ ツツモ傾 向 ニ於テ一定度迄 白

血球 ノ經 過 ニ伴 フ.併 シ後期 白血球 増加 ノ際 ニ於テ

モ注射前 ノ數 ヨ リモ低位 ニア リ.

以上 ニ據 ルニ,「ア ドレナ リン」對kg0.5mgト 「ヨ

ヒム ビ ン」對kg0.25mg-5mgト ヲ同時 ニ注射 スル

時ハ後者 ガ0.25mg又 ハ0.5mgノ 場合 ニハ初 期 ニ

ハ白 血球數 ニ著 變ナキ モ, 1mg-5mgノ 場合 ニハ

淋巴球及 ビ假性「エオ ジン」嗜好細胞 ノ減少 ニヨ リテ

稍 々減少 ヲ來 シ,後 期 ニハ假 性 エオ ジン」嗜好細胞

ノ増加 ニヨ リテ持續 的 ニ著明 ナル 白血球 増加 ヲ招來

ス.

上述 ノ變化 ヲ「ア ドレナ リン」ノ單獨注 射 ノ場 合 ト

比較觀察 スルニ,元 來「ア ドレナ リ ン」注射 ニ ヨル血

液像 ノ初期變 化ハ前述 ノ如 ク種々 ノ條件 ニヨ リ白血

球 増加 ヲ來 ス モ ノト然 ラザル モ ノトア リテ一致 セザ

ル所 ナルガ.上 記成績 ニ據 レ バ,「 ヨヒムビ ン」トノ
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合併實驗 ニ於テハ初期 ニ於 テ白血球 數 ノ増加 ヲ來 ス

モノ一 モナ ク,寧 ロ減少 ヲ來 シ,而 シテ此減少ハ「ヨ

ヒム ビン」ノ0.5mg以 下 ノ合併 ノ場合 ニハ觀 ザルモ,

 1mg以 上 ノ量 ノ合併 ニア リテ常 ニ認 メラレ タル點

ヨリ考 フル時 ハ,「ア ドレナ リン」注射後30'-2時 間

ノ間 ニ於 ケル初期白血球増加ハ其 ノ出現 不定 ナ リト

ハ雖 モ「ヨヒム ビ ン」ノ合併 ニヨ リテ抑制 セ ラルルモ

ノノ如 シ.之 ニ反 シテ後期 ノ假性「エオジ ン」嗜 好細

胞 ノ増 加 ニ基 ク著明 ナル白 血球増 加ハ 「ア ドレナ リ

ン」單 獨 ノ場 合 ヨ リモ一般 ニ増 大セルガ如 シ.是 レ

或 ハ兩藥物作用 ノ合加 ヲ來セ ルニハ非ザ ル カ,併 シ

本來 白血球像ハ各動物 ニヨ リ著 シキ差異 ヲ呈 シ一藥

物 ノ同一量 ニテモ強弱種 々 ノ成績 ヲ現 ハスヲ常 トス

ルガ如 キ ヲ以テ此場合 モ其 ノ變 化 ノ強弱 ヲ判斷 スル

ハ妥當 ヲ缺 ク嫌 アル ヲ以テ明言 スル コ トハ難 シ.

b)先 ヅ「ア ドレナ リ ン」ヲ注 射 シ次 デ「ヨ ヒム ビ ン」ヲ注 射 セ シ場 合

前 記 ノ如 ク「ア ド レナ リン」及 ピ「ヨ ヒム ビ ン」ヲ同

時 ニ使 用 セ シ ニ,「 ア ドレ ナ リ ン」ニヨ ル初 期 白 血球

増 加 ハ「ヨ ヒ ム ビ ン」ノ合 併 ニ ヨ リ抑 制 セ ラル ル ガ如

キ モ,之 ヨ リモ 明 確 ナ ル「ア ドレ ナ リ ン」ノ作用 トシ

テ認 メ ラル ル後 期 白 血球 増 加 ハ抑 制 セ ラ ル ル ニハ 非

ズ シテ 却 ツテ兩 作用 ノ合 加 的 ニ増 強 セ ラ ル ル ヤ ノ結

果 ヲ觀 タル ヲ以 テ,茲 ニ更 ニ此 後 期 作 用 ニ對 ス ル影

響 ヲ究 メ ンガ 爲 メニ,先 ヅ前 同量 ノ「ア ド レナ リ ン」

ヲ注射 シ後 期 白 血球 増加 ヲ來 サ ン トスル 時 即 チ 「ア

ドレナ リ ン」注 射 ノ2-3時 間 後ノ 採 血前 ニ 前 同 量 ノ

「ヨヒ ム ビ ン」ヲ注 射 實 驗 シ タ リ.其 ノ成 績 次 ノ如 シ

(第9表,第10表 及 ビ第5圖).

本 成 續(次 頁 參 照)ヲ 觀 ル ニ 白 血球 數 ハ 「ヨ ヒ ム

ビ ン」對kg0.25mg注 射 ノ場 合 ニハ1例 ニ於 テ ハ 其

ノ後 モ輕 度 ニ増 加 ノ状 態 ニ ア ル モ,他 ノ1例 竝 ニ「ヨ

ヒ ム ビ ン」對kg0.5mg-5mgノ 場 合 ニ ハ,「 ア ド レ

ナ リン」 注 射 ニ ヨ リ白 血 球 増 加 ヲ觀 ルペ キ3時 間 後

ニ及 ブ モ「ヨ ヒム ビ ン」ヲ注 射 セ パ増 加 ヲ觀 ザ ル ノ ミ

ナ ラズ却 ツテ3-4時 間 後 即 チ 「ヨ ヒ ム ビ ン」 ノ注 射

直 後竝 ニ1時 間 後 ニハ 一 時 白 血球 減 少 ヲ來 ス.而 シ

テ6時 間又 ハ8時 間 後 即 チ「ヨ ヒ ム ビ ン」注 射 ノ3又

ハ4時 間 後稍 々 恢 復 エ向 フ モ多 クハ 注 射 前 ノ數 値 ヨ

リモ著 シク増 加 セ ル モ ノナ シ.假 性 「エ オ ジ ン」嗜 好

細胞 ハ「ヨ ヒ ム ビ ン」注 射 後 其 ノ百 分 率 ハ漸 次増 加 シ

後 恢 復 ニ 向 フ コ トハ「ア ドレナ リ ン」ハ ミ ノ注 射 時 ト

大差 アル コ ト無 キモ,其 ノ絶對 數ハ「ヨヒム ビ ン」ノ

0.5mg又 ハ0.25mgノ 場合ハ「ア ドレナ リン」ノミノ

場合 ト同様 漸増スルモ, 1mg以 上 ニテ却 ツテ白血球

減少 ヲ來 ス時間(「 ア ドレナ リン」注射後3-4時 間

目等)ニ ハ一時増加 ヲ停止 ス.然 ルニ6-8時 間後白

血球 數ガ恢 復 ニ向 フ トキハ著明 ニ増加 ス.然 ルニ淋

巴球 ハ「ヨヒム ビ ン」注射後百分率 ハ漸減 シ假性「エ

オジ ン」嗜 好細胞 ト殆 ド反對 ニ經 過 シ,絶 對數 バ一

般 ニ著 シク減少 シ白血球減少時 ニ著 明 ニ減少 スル外

「ア ドレナ リン」注射 ヨ リ6時 間後 ニ シテ白 血球 減少

ガ恢復 ニ向 ハ ントスル際 ニテ モ恢復 スル コ トナ ク注

射前 イ數 ヨ リ著 シク減少 セルヲ一般 トス.故 ニ恢 復

期 ニ於 テ假性「エオ ジ ン」嗜好細 胞増加 ス トモ白血球

數 ノ増 加 ヲ觀ザル ノ ミナラズ却 ツテ減少 ヲ呈 ス,

以上 二據 ルニ「ア ドレナ リン」對kg0.5mgヲ 豫 メ

注射 シ, 2-3時 後「ヨヒムビ ン」ヲ對kg1mg-5mg

ヲ注射 スレパ,「 ヨヒ ムビ ン」注 射後假 性「エオ ジ ン」

嗜好細胞 ノ増 加ハ抑壓 セラ レ淋 巴球 ハ著 シク減少 ス

ルヲ以テ,白 血球 數 ノ減少 ヲ來 シ,後 前 者ハ増加 ス

ルモ後 者 ノ減 少顯 著ナ ルヲ以テ 遂 ニ白 血球 ノ増加 ヲ

來 ス コトナ シ.

之 ヲ「ア ドレナ リン」ノミノ注 射 ニヨル後期 血液像

變化 ト比較 スル ニ,「 ア ドレナ リン」單 獨 ノ場 合 ニハ

淋巴球 減少 スル モ假 性「エオ ジン」嗜 好細胞 著 シク増

加 スルヲ以 テ白血球増 加ヲ惹起 スル ニ至 ルモ,之 ニ
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第9表　 鹽 化 「ア ド レナ リ ン」(皮 下)注 射 後 鹽 酸 「ヨ ヒムビ ン」(靜 脉 内)注 射

本表 ニテ第5表 ト家兎番號 同 ジキ モノハ同一 家兎 ヲ示 ス
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第10表　 鹽化「ア ドレナリン」注射後鹽酸「ヨヒムビン」注射
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第5圖　 (Nr. 23) Adr=鹽 化 「ア ド レナ リ ン」對kg0.5mg注 射

Yo=鹽 酸 「ヨ ヒ ム ピ ン」對kg2.5mg注 射

反 シ 「ア ドレナ リン」注 射後 「ヨヒム ビ ン」ヲ注射 ス

ル時 ハ假性「エオ ジン」嗜好細 胞 ノ増加 ハ 「ア ドレリ

ン」 ノ ミノ場合 ニ比 シ抑壓 セラ レ淋巴球 亦著 シク減

少 シ,尚 ホ後 ニ假性「エ オ ジン」嗜 好細胞 増加 スルノ

際 モ持續 シテ減少 スルヲ以テ,遂 ニ白血球 増加 ヲ來

サズ.即 チ斯 クテ「ア ドレナ リン」注射 ニヨル後期 白

血球増 加ハ「ヨヒ ムビ ン」ニ ヨ リ逆轉又ハ抑制 セラル

ルナ リ.

之 ヲ要 スル ニ,「 ア ド レナ リ ン」對kg0.5mgト 「ヨ ヒ ム ビ ン」對kg0.25mg-5mgト ヲ夫 々

同 時 ニ注 射 スル 時 ハ「ア ドレナ リ ン」ニ ヨル 淋 巴球 竝 ニ假 性 「エオ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ増 加 ニ基 ク初

期 白 血球 増 加 ハ抑 制 セ ラル ル モ,假 性 「エオ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ増 加 ニ基 ク後 期 白 血球 増 加 ハ合 加

ス ル ガ如 シ.之 ニ反 シ前 同 量 ノ 「ア ドレナ リ ン」注 射 後 其 ノ後 期 作用 ノ現 レ ン トス ル時 「ヨ ヒ タ

ビン」ヲ注 射 ス ル時 ハ殊 ニ「ヨ ヒ ム ビ ン」ノ量 ガ1-5mgノ 場 合 ニハ著 明 ニ假 性 「エオ ジ ン」嗜 好

細 胞 ノ増加 抑 制 セ ラ レ,後 恢 復 スル モ,淋 巴球 減 少著 シキ結 果 「ア ド レナ リ ン」ニ ヨル 白 血球 増

加 ハ抑 制 セ ラ ルル ナ リ.

「ヨ ヒム ビン」ハ對kg0.5mg以 上 ニテ ハ,前 述 ノ如 ク,夫 レ自身 白 血 球 増加 ヲ來 ス モ ノナ ル

ニ,「 ア ドレナ リ ン」0.5mgヲ 先 驅 作 用 セ シ メタ ル 時 ニ ハ,此 現 象 ヲ現 ハ サ ザル ヲ以 テ 觀 レバ
,

「ヨ ヒム ビン」ノ 白 血球 増加 作用 モ 亦 「ア ドレナ リン」ニ ヨ リテ抑 制 セラル ル モ ノ ト考 フル ヲ得.

故 ニ他 ノ言 ヲ以 テ ス レバ 「ア ドレナ リ ン」ノ白血 球 増 多作 用 ハ「ヨ ヒ ン ビ ン」ニ ヨ リ抑 制 セ ラル ル

ノ ミナ ラズ,轉 向 セラ ルル ナ リ.

以 上 ノ成 績 ハ血管,諸 種 滑 平 筋 臟 器,血 液 凝固 機 轉 及 ビ利 尿 機 轉 等 ニ於 ケル 「ア ド レナ リン」

ト「ヨ ヒ ン ビン」兩 藥 物 ノ關 係 ト與 味 アル 一 致 ヲ示 スヲ觀 ル.
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總 括

鹽 酸 「ヨ ヒム ビン」ノ種 々 ノ量 ヲ家 兎静 脉 内 ニ注射 シ,時 間的 ニ採 血 シテ 血 液 像 ノ變 化 ヲ檢 索

シ,次 デ 「ア ド レナ リ ン」ト同 時 ニ,又 「ア ド レナ リ ン」注 射 後 一 定 ノ間隔 ヲ置 キテ 本 物 質 ヲ注 射

シ,「 ア ド レナ リン」ノ作 用 ニ及 ボ ス「ヨ ヒ ム ビン」ノ影 響 ヲ檢 セ リ.茲 ニ其 ノ成 績 ヲ總 括 スル ニ

次 ノ如 シ.

1.「 ヨ ヒ ム ビン」ハ家 兎 體 重1kgニ 對 シ0.25mg-5mgノ 量 ニ於 テ,赤 血 球 數 及 ビ血 色 素

量 ニ對 シテ ハ明 確 ナ ル一 定 ノ作 用 ヲ現 ハ ス モ ノ トシテ認 ム ル コ ト能 ハ ズ.

2.「 ヨ ヒ ム ビン」ハ體 重1kgニ ツ キ0.5mg-5mgニ テ 白 血 球 像 ニ對 シ作 用 ヲ呈 シ,主 ニ假

性 「エオ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ増 加 ニ因 ル 輕 度 ノ 白血 球 増加 ヲ招 來 ス.但 シ注 射 後 短 時 間 内 ニ ハ 淋 巴

球 減少 ニ因 リ多 少 ノ 白 血 球減 少 ヲ來 シ,次 デ上 記 ノ増 加 ニ移 ル.而 シテ此 初 期 ノ白 血球 減 少 ハ

少 量 ノ場 合 ヨ リモ大 量 ノ場 合 ニ著 明 ナル モ,次 ノ白 血 球 増 加 ハ少 量 ノ場 合 著 明 ニ シ テ大 量 ノ場

合 ハ却 ツテ明 ナラ ズ.其 ノ他 ノ大 單核 細胞 及 ビ移 行 型 細 胞,「 エオ ジ ン」嗜 好 細 胞 及 ビ肥 胖 細 胞

ニ對 シテ ハ作 用 明 ナ ラ ズ.

3.家 兎 體 重1kgニ ツ キ0.25mg-5mgノ 「ヨ ヒ ム ビ ン」ヲ對kg0.5mgノ 「ア ドレナ リン」

ト同時 ニ注 射 スル 時 ハ,「 ア ドレナ リ ン」ニ因 ル初 期 ノ假 性 「エオ ジ ン」嗜 好 細 胞 及 ビ淋 巴 球 ノ増

加 ニ基 ク白 血 球 増 加 ハ抑 制 セラル ル モ後 期 ノ假 性 「エ オ ジ ン」嗜 好細 胞 ノ増 加 ニ基 ク白 血 球 増加

ハ増 強 シ即 チ兩 藥物 ノ作 用 合 加 ス ル ガ如 シ.

4.家 兎 體 重 對kg0.5mgノ 「ア ドレナ リン」 ヲ豫 メ注 射 シ2-3時 間 ノ後 對kg1-5mgノ

「ヨ ヒム ビ ン」ヲ注 射 スル トキ ハ「ア ド レナ リン」ニ ヨ ル假 性 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ増 加 ハ抑 壓 セ

ラ レ,又 淋 巴 球 ハ著 明 ニ減 少 ス ル ヲ以 テ從 ツテ 「ア ド レナ リ ン」ノ白 血球 數 ノ増 加 作用 バ一 定 期

間逆 轉 又 ハ 抑 制 セ ラル.又 「ヨ ヒム ビ ン」ノ白 血球 増 加 作 用 ハ「ア ド レナ リ ン」ノ先 行 ニ ヨ リ同様

抑 制 セ ラル ル コ ト トナ ル.是 レ他 方 面 ノ實 驗 ノ場 合 ニ於 テ 證 明 セ ラ レ シ兩 者 ノ關 係 ト規 ヲ一 ニ

スル所 ニ シテ,恐 ラク兩 物 質 ガ末 梢 的 ニ作 用 シ,「 ヨ ヒ ン ビン」ガ「ア ド レナ リン」ノ作 用 點 ノ或

部 分 ニ於 テ拮 抗 スル モ他 ノ一 部 ニ於 テ ハ拮 抗 セザ ル ニ基 因 スル モ ノ ナ ル べ シ.而 シテ 「ヨ ヒ ム

ビ ン」ガ 「ア ドレナ リ ン」ノ白 血球 増 加 作 用 ニ對 シ斯 ク ノ如 キ抑 制現 象 ヲ呈 ス ル ニ拘 ラズ 夫 レ自

身 ニ於 テ白 血球 増 加 ヲ來 ス ハ,恰 モ滑 平筋 臟 器 ニ於 テ本 物 質 ガ「ア ド レナ リ ン」ノ侵 襲 點 タ ル 交

感 神 經 末端 ヲ選 擇 的 ニ麻 痺 スル ト同時 ニ筋 質 自身 ヲ刺 戟 シ「ア ド レナ リ ン」ト同 方 向 ノ作 用 ヲ有

ス ル ト甚 ダ類 似 ノ關 係 ニ ア リ ト云 フべ シ.
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